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＜連絡事項＞
　特になし

＜入室状況＞
【入院】
・藤川　宣昭様～東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

【ユニット移動】
・安達　貴浩様～東病棟Bユニット2号室→東病棟Aユニット14号室
・小栗　健太郎様～東病棟Aユニット14号室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・林　綾子様～主治医に家族から主治医面談の希望があった事を報告している。主治医より電話でのやり取りでも可能か、何を確認したいのか確認するように指示あり。夫様に架電したところ電話でのやり取りでも構わないと了承あり。また、本人の現在の状態と今後の治療方針や退院までの流れについて主治医の見立てを聞きたいと話されている。電話は日中であればいつでも対応できるとのこと。

・安達　貴浩様～急に大声を上げ、ホールの植木や棚を蹴飛ばす様子あり。理由を確認するも返答なく自室に戻っている。粗暴的な言動も立つため、Aユニットに居室変更する。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入繰り返し落ち着きない様子あり。早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬さ見られるが不穏興奮なく経過。臥床して休まれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さあるも逸脱行為なく経過している。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・下浅　光敬様～終日隔離中。8時～19時の開放観察指示あり。対面時礼節保たれており、易怒性なし。ホールで適度に他患者と交流しており、問題行動なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr.診察＞
・寺井　恵利子様～診察中唐突に土下座をし始め、一方的に妄想言動を繰り返す様子あり。主治医指示にて明日よりクロザリル錠２５ｍｇ 4錠→6 錠、ロイコン錠１０ｍｇ 2錠→4 錠へ増量とし経過観察継続となる。

・三浦　華菜様～診察中空腹を紛らわせるために飲水をすることが多いといった発言あり。主治医指示にて明日よりモサプリドクエン酸塩錠５ｍｇ　2 錠中止、バルプロ酸ナトリウムＳＲ錠200mg　1錠開始となる。また飲水制限はせず尿測継続し経過観察するよう指示あり

・寺地　啓喜様～診察中不明瞭発語で発言あり、不穏さなし。主治医より食事摂取量増加していることから明日より点滴4本→3本へ減量し、血糖3検継続の指示あり。また明日10/10よりクロザリル錠２５ｍｇ 1錠→2 錠、10/12より3錠へ増量となる。

・曽我 正子様～主治医指示にて処方変更せず経過観察となる。また、要介護区分確定したら退院後の施設入所先を早めに進めるよう指示あり。

・中村 雅子様～家族様、担当ケアマネ様から退院後のGH入所希望に関して情報提供。主治医より現在の精神症状と日常生活から認知症の診断をつけることは困難であるため、当院PSWと担当ケアマネ様との連携を通して最終的な施設の入所先を選定してもらうよう指示あり。

・梅田 とよ子様～主治医より予定通り10/11（土）退院許可あり、初外来日10/21（火）退院時処方あり。

・月舘 秋彦様～主治医診察後アルコール依存症治療プログラム　レクチャー6開始。レクチャー中説明に対し前向きな姿勢をみられ抗酒薬に対し積極的に質問する様子みられる。不穏さなく飲酒に関連した言動なし。

他指示受け、処方変更なし。

＜田名部Dr診察＞
・下浅　光敬様～指示にて明日から隔離観察終了予定。本人より携帯利用希望あるが、主治医より使用不可であること説明し了承している。

・田中　倖太様～本人より耳垂れ訴えあり、ゲンタマイシン軟膏処方となる。

・小栗　健太郎様～本人よりユニット移動の希望あり、Bユニット移動許可あり。ヘアゴム使用許可あり。

・北村　奈美様～診察時本人より空腹感の訴えあり、明日よりラクフィア1本/日で提供する事となる。

他指示受け、処方変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年10月9日　12：49
氏　　名：藤川　宣昭（ふじかわ　のぶあき）様
生年月日：昭和18年8月3日（82）
病　　名：心原性脳塞栓症
性　　別：男性
主 治 医：小栁Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
   息子と二人暮らし。妻とは離婚している。手術等での入院歴はなし。高血圧症
  にてかかりつけ医である嶋田医院に継続通院していた。R7.7.21自宅で倒れている
　ところを発見され、八戸市立市民病院へ救急搬送。意識障害、右上下肢不全麻痺、
　右口角下垂、失語症状あり、諸検査実施し心原性脳塞栓症の診断にて同日同院へ
　入院。その後リハビリ目的にてR7.8.1メディカルコート八戸西病院へ転入院。
　入院中に昼夜楽典、不穏さあり。また、帰宅願望や金銭への執着も強く、スタッフ
　へ易怒的となり手をあげようとするといった行動も見られている。また、ベッド上
　でも落ち着かずに起き上がることもあり、抑制を実施している状況。介護保険申請
　し要介護5の認定を受けたが、上記の状態では施設入所は難しく、鑑別診断・症状
　改善・専門治療目的にて当院へ転入院予定となる。
　　上記経過により東病棟Cユニット4号室に医療保護入院となる。

